
一般質問一般質問
6月定例会では、
12人の議員が一般質問を
行いました。各議員の
質問と理事者の答弁の
概要は次のとおりです。
（質問順に掲載）

佐々木市長にまちづくりを問う
質 問質 問一 般

持続可能な農業経営が
求められているが

価格補償等議論する必要がある

日本共産党・住民協働市会議員団
高野　美好 議員

市長 今後、計画策定等に全力を尽くしたい 市長

男女共同参画社会の
拠点施設の充実を活緑クラブ

矢野　康弘 議員

の
構
築
、
市
政
に
とって
重
要

な
施
策
と
考
え
て
い
る
。
４

月
か
ら
市
の
直
轄
管
理
と
し

た
。
市
民
の
意
見
を
踏
ま
え
、

今
後
そ
の
計
画
策
定
等
に
全

力
を
尽
く
し
た
い
。

　
　

園
部
町
上
木
崎
町
の
中

央
道
路
の
改
修
に
つ
い
て
狭

隘
な
と
こ
ろ
で
救
急
車
が
側

溝
に
脱
輪
し
動
け
な
く
な
っ

た
事
象
が
あ
る
。
改
修
を
要

請
す
る
。

　
　
　

指
摘
の
箇
所
に
つ
い

て
地
元
の
意
見
を
聞
き
、
で

き
る
限
り
対
応
し
た
い
。

問市
長

　
　

去
る
３
月
総
務
常
任
委

員
会
で
、
園
部
女
性
の
館
を

男
女
共
同
参
画
社
会
の
拠
点

施
設
に
す
る
と
答
弁
が
あ
っ

た
。
平
成
5
年
に
女
性
の
文

化
活
動
の
拠
点
と
し
、
ま
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
学
習

の
場
と
し
て
女
性
の
施
設
と

し
て
建
設
さ
れ
た
。
女
性
の

館
条
例
の
目
的
に
も
、
女
性

の
社
会
参
加
を
促
進
し
、
女

性
の
多
様
な
能
力
を
開
発
し

て
い
く
社
会
的
条
件
づ
く
り

の
場
と
し
て
設
置
す
る
。
こ

れ
を
今
回
は
男
女
共
同
参
画

社
会
の
拠
点
施
設
に
す
る
と

問

言
う
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ

い
て
仕
事
と
生
活
と
調
和（
ワ

ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
）
の
推

進
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
一
般
住
民

も
入
り
や
す
く
、
利
用
し
や

す
い
施
設
に
す
る
必
要
が
あ

る
。
施
設
管
理
も
常
勤
職

員
や
相
談
員
、
そ
の
他
職
員

も
配
置
し
て
充
実
し
た
職
員

体
制
が
必
要
と
考
え
る
。
ま

た
、大
規
模
改
修
も
必
要
で
、

会
議
室
、
調
理
室
、
相
談

室
や
玄
関
も
入
り
や
す
い
も

の
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
名
称
も
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。
新
市
建
設
計
画
や

南
丹
市
総
合
計
画
に
も
行
動

計
画
の
策
定
を
明
記
し
て
い

る
。
旧
園
部
町
は
15
年
前
か

ら
活
動
し
て
い
る
。
全
市
に

広
げ
る
こ
と
に
な
る
と
現
在

の
行
動
計
画
を
見
直
す
必
要

が
あ
る
。
今
、
講
座
に
四
千

人
の
受
講
者
が
あ
る
。
こ
れ

を
継
続
し
発
展
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
条
例
の
制

定
も
必
要
で
あ
る
。
今
後
ど

の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く
の
か

考
え
を
伺
う
。

　
　
　

男
女
共
同
参
画
社
会

市
長

必
要
な
建
物
が
あ
る
が
ど
う

対
応
す
る
の
か
。

　
　
　

21
年
度
か
ら
７
年
計

画
で
実
施
す
る
予
定
だ
が
、

財
政
厳
し
い
状
況
な
の
で
、

国
の
動
向
等
を
勘
案
し
な
が

ら
検
討
す
る
。
構
造
耐
震

指
標
を
尊
重
し
て
検
討
し
て

い
る
の
で
、
小
規
模
校
を
下

位
に
集
結
さ
せ
て
は
い
な
い
。

市
長

　
　

我
が
国
の
食
料
自
給
率

は
39
％
に
ま
で
低
下
す
る
と

と
も
に
、
農
業
従
事
者
の
45

％
が
70
歳
以
上
と
い
う
高
齢

化
が
進
行
し
て
い
る
。
米
価

は
１
俵
１
万
３
千
円
に
ま
で

下
落
し
て
い
る
。
先
般
、
官

房
長
官
が
「
減
反
を
含
め
て

農
業
政
策
を
根
本
か
ら
見
直

す
こ
と
が
必
要
だ
」
と
発
言

し
た
が
、
こ
の
発
言
を
聞
き

ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
の
か

伺
う
。

　
　
　

自
給
率
39
％
と
い
う

現
状
は
異
常
で
あ
る
し
、
減

反
は
も
っ
た
い
な
い
。
し
か
し

問市
長

生
産
調
整
水
田
を
活
用
し
て

他
の
農
産
物
生
産
を
支
援
し

な
が
ら
自
給
率
を
上
げ
よ
う

と
し
て
い
る
の
が
現
農
政
だ
。

　
　

日
本
共
産
党
は
「
農
業

再
生
プ
ラ
ン
」
を
発
表
し
た
。

そ
の
中
で
、
米
価
は
生
産
費

と
な
る
１
俵
１
万
７
千
円
を

基
準
と
し
、
そ
の
基
準
を
下

回
っ
た
場
合
そ
の
差
額
を
不

足
払
い
す
る
制
度
の
創
設
を

提
言
し
た
。
持
続
可
能
な

農
業
経
営
の
実
現
と
小
規

模
農
家
や
生
産
組
織
へ
の
指

導
と
援
助
の
あ
り
か
た
は
。

　
　
　

農
業
は
市
場
原
理

問市
長

が
働
い
て
い
る
。
価
格
保
障
・

所
得
補
償
と
いっ
た
課
題
は
、

国
政
の
段
階
で
十
分
議
論

さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
財
政
問
題
も
あ
る
の
で
、

国
・
府
に
支
援
を
求
め
る
。

　
　

中
国
四
川
省
で
大
規
模

地
震
が
発
生
し
、
小
中
学
校

の
校
舎
倒
壊
に
よ
る
被
害
が

大
き
い
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

本
市
の
小
中
学
校
施
設
の

補
強
・
改
築
の
総
費
用
は

17
億
円
程
度
と
見
込
ま
れ
て

い
る
が
、
工
事
完
了
ま
で
何

年
か
か
る
の
か
。
ま
た
、
小

規
模
校
の
中
に
耐
震
補
強
が

問

　
　

厳
し
い
財
政
状
況
の

中
、
施
策
見
直
し
な
ど
行

財
政
改
革
に
取
り
組
ん
だ

市
政
推
進
を
行
な
っ
て
い

る
か
、
住
民
の
理
解
し
協

力
が
な
い
の
で
は
な
い
か
、

ま
た
、
方
向
性
も
見
え
に

く
く
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
、
住
民
協
働
と
い

わ
れ
る
な
か
で
、
健
全
な

行
政
運
営
の
た
め
に
信
頼

を
得
な
が
ら
住
民
パ
ワ
ー

と
地
域
力
を
大
い
に
活
用

し
真
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
が
市
長
の
見

問

解
を
伺
う
。

　
　
　

今
後
の
市
政
推
進
の

中
で
市
民
理
解
を
得
る
為

行
政
懇
談
会
や
市
民
説
明

会
の
実
施
を
今
検
討
し
て
い

る
。
ま
た
、
市
民
の
み
な
さ

ま
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担

っ
て
い
た
だ
け
る
か
、
行
政

は
ど
う
い
う
役
割
を
担
う
の

か
、
十
分
協
議
し
、
市
民

協
働
推
進
プ
ロ
ジ
ェク
ト
チ
ー

ム
設
置
要
綱
、
ま
た
、
市
民

と
共
に
担
う
ま
ち
づ
く
り
手

方
検
討
委
員
会
設
置
要
綱

を
定
め
、
理
解
の
も
と
市
政

運
営
に
努
め
る
。

市
長

　
　

市
街
地
再
開
発
の
進

捗
率
が
50
％
を
超
え
た
い

ま
、
市
の
中
心
市
街
地
と

し
て
の
役
割
を
果
た
す
為

の
取
り
組
み
課
題
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
　

私
有
地
の
活
用
に
よ

る
商
業
核
施
設
の
早
期
取

り
組
み
本
町
通
り
の
整
備
及

び
交
差
点
の
供
用
開
始
に
つ

い
て
、
地
権
者
等
の
十
分
な

意
見
を
賜
り
出
来
る
限
り

配
慮
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

Ｊ
Ｒ
複
線
に
伴
い
バ
ス
等
の

乗
り
入
れ
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

問市
長

　
　

学
校
教
育
関
係
の
緊

急
時
の
対
応
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　
　

 

教
育
行
政
機
関
及

び
学
校
、
園
と
も
連
絡
体

制
が
取
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
協
力
要

請
を
お
願
い
し
Ｐ
Ｔ
Ａ
・

地
域
見
守
り
隊
に
よ
り
登

下
校
の
安
心
安
全
に
つ
と

め
て
い
る
。
今
後
警
察
や

広
域
的
情
報
の
共
有
を
図

り
速
や
か
に
連
絡
が
行
な

え
る
体
制
づ
く
り
、
発
信

情
報
の
一
元
化
の
メ
ー
ル

も
検
討
中
で
あ
る
。

問教
育
長

　
　

京
都
中
部
地
区
の
亀

岡
市
、
南
丹
市
、
京
丹
波

町
が
広
域
行
政
の
推
進
を

図
る
た
め
、
広
域
交
通
網

の
整
備
な
ど
取
り
組
ま
れ

て
き
た
。
今
回
第
４
次
計

画
が
策
定
さ
れ
た
が
、
今

後
の
具
体
的
な
取
り
組
み

は
。

　
　
　

広
域
圏
事
業
と
し

て
今
日
ま
で
、
船
井
郡
衛
生

管
理
組
合
、
公
立
南
丹
病

院
、
中
部
広
域
消
防
組
合

な
ど
が
取
り
組
ん
で
き
た
。

今
後
も
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
計
画
な
ど
の
具
現
化
に

問市
長

む
け
、
研
究
会
を
立
ち
上

げ
る
。
国
の
制
度
も
取
り
入

れ
る
。

　
　

南
丹
市
営
バ
ス
の
運

行
に
つ
い
て
は
、
ス
ク
ー

ル
便
の
確
保
、
交
通
弱
者

移
動
手
段
の
確
保
な
ど
を

基
本
に
検
討
さ
れ
て
い
る

と
思
う
が
、
市
と
し
て
の

考
え
は
。
更
に
昨
年
10
月

か
ら
運
行
さ
れ
て
い
る
八

木
町
内
の
バ
ス
は
、
運
行

時
間
、
路
線
、
停
留
所
が

不
便
で
あ
る
。
９
月
ま
で

の
試
行
運
行
と
な
っ
て
い

る
が
、
継
続
基
準
は
。

問

　
　
　

南
丹
市
地
域
公
共

交
通
会
議
で
協
議
願
っ
て
い

る
。
今
日
ま
で
の
経
過
や
、

財
政
面
も
含
め
、
利
用
し
や

す
い
運
行
に
努
め
る
。
園
部

八
木
線
に
つ
い
て
は
、
利
用

状
況
や
市
民
ニ
ー
ズ
な
ど
十

分
精
査
し
検
討
す
る
。

　
　

行
財
政
の
健
全
化
に

つ
い
て
は
、
行
政
改
革
大

綱
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ

て
い
る
が
、
20
年
度
予

算
も
大
変
厳
し
い
。
自
主

財
源
は
30
％
、
借
入
残
高

は
一
般
会
計
・
特
別
会
計

あ
わ
せ
市
民
１
人
当
り

市
長

問

１
９
１
万
円
と
な
る
。
今

後
の
健
全
化
の
取
り
組
み

と
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
　

財
政
健
全
化
に
関

す
る
法
律
が
で
き
厳
し
い
基

準
が
定
め
ら
れ
た
。
今
後
の

財
政
運
営
に
は
相
当
な
覚
悟

が
必
要
で
あ
り
市
民
に
も
説

明
し
て
い
く
。
７
月
に
行
政

改
革
推
進
体
制
を
つ
く
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
財
源
確
保

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

市
長

京都中部圏の
広域行政の取り組みは

計画の具現化にむけ研究会を立ち上げる 市民の理解のもと市政運営に努める

南風会
西村　則夫 議員

丹政クラブ
森　爲次 議員

市長

住民理解と住民協働による
まちづくりが重要
市長

地域農業の担い手 舞鶴市女性の会との交流会
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